
天
沼
の
薬
師
堂
は
旧
嶺
小

学
校
跡
地
の
南
側
高
台
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
薬
師
堂
は
木

造
の
建
物
で
し
た
が
、
昭
和

四
十
九
年
七
月
に
、
世
話
人

と
し
て
池
田
嘉
藤
さ
ん
他
10

名
が
御
芳
志
を
募
り
再
建
し

た
も
の
で
、
現
在
あ
る
４
坪

程
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
お

堂
に
な
り
ま
し
た
。 

お
堂
に
は
高
さ
60
㎝
ぐ
ら

い
の
、
白
色
砂
岩
で
で
き
た

石
仏
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
仏
は
鎌
倉
時
代
に
作

ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の

正
確
な
製
作
年
な
ど
は
不
明

で
す
。
な
お
、
奉
納
さ
れ
た
鰐

口
に
は
一
八
二
七
年
戊
子

（
つ
ち
の
え
ね
）
九
月
吉
日

上
野
国
勢
多
郡
嶺
村
天
沼
連

中
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。 

薬
師
如
来
の
由
来
は
修
行

中
に
人
の
生
存
を
ま
っ
と
う

し
、
衣
食
住
の
生
活
を
安
穏

に
し
、
病
苦
不
具
な
ど
を
祓

う
12
の
大
願
を
た
て
た
と
こ

ろ
か
ら
万
病
を
癒
し
、
ひ
と

の
寿
命
を
延
ば
し
医
薬
を
つ

か
さ
ど
る
仏
と
し
て
早
く
か

ら
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

天
沼
の
薬
師
様
は
眼
病
に

良
い
と
さ
れ
、「
め
」
の
文
字

を
100
枚
書
い
て
奉
納
す
る
と

治
る
と
伝
え
ら
れ
、「
百
め
薬

師
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
口
伝
に
よ
れ
ば
大
変
偉

い
人
が
祀
ら
れ
て
い
て
、
当

時
、
お
堂
の
前
を
通
る
時
に

は
、
殿
様
で
も
馬
を
お
り
頭

を
下
げ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
薬
師
堂
で
は
五
月
八

日
と
、
八
月
七
日
に
お
祭
り

が
あ
り
ま
す
。
特
に
五
月
八

日
に
は
、
お
釈
迦
様
の
誕
生

を
祝
う
お
花
祭
り
が
行
わ
れ

ま
す
。
月
遅
れ
の
こ
の
時
期

は
、
桜
の
花
に
代
わ
っ
て
藤

の
花
が
満
開
の
時
で
、
当
地

で
は
薬
師
如
来
像
を
藤
の
花

で
飾
り
、
参
拝
に
来
た
住
民

が
甘
茶
を
飲
み
、
健
康
を
祈

願
し
ま
す
。
今
は
小
規
模
に

行
わ
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の

お
祭
り
で
す
が
、
か
つ
て
は

屋
台
が
出
る
な
ど
の
賑
わ
い

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
薬
師
堂
が
信
仰
上
重

要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

薬
師
堂
の
周
り
に
多
く
の
石

塔
、
石
碑
、
石
仏
が
奉
納
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ

れ
ま
す
。
特
に
立
派
な
の
は
、

薬
師
堂
南
正
面
に
あ
る
２
基

の
石
塔
で
す
。
こ
の
石
塔
の

内
、
東
側
に
あ
る
石
塔
の
台

座
に
は
、
維
（
？
）
曆
二
壬
申

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

（
？
）
の
字
は
風
化
が
進
み

判
読
が
難
し
い
の
で
す
が
、

か
す
か
に
残
る
書
体
や
、
干

支
か
ら
判
断
し
て
（
？
）
は
寚

（
宝
の
旧
書
体
）
で
、
こ
の
塔

は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に

作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
か
ら
260
年
ほ
ど
昔
に
作
ら

れ
た
石
塔
で
す
が
、
こ
の
塔

の
由
来
な
ど
の
詳
細
は
明
ら

か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
西

側
の
石
塔
に
は
、
當
（
当
）
村

女
人
講
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

天
保
三
年
壬
辰(

一
八
三
二)

に
作
ら
れ
た
と
判
読
で
き
ま

す
。
女
人
講
は
江
戸
時
代
に

女
性
同
士
が
集
ま
る
信
仰
の

場
と
し
て
、
各
地
の
農
村
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
天

沼
で
も
こ
の
女
人
講
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
女
人
講
は
単

に
宗
教
だ
け
で
な
く
、
互
助

や
福
祉
の
場
で
も
あ
り
ま
し

た
。
薬
師
堂
の
石
塔
を
作
る

の
に
は
高
額
の
費
用
が
必
要

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
立
派
な
石
塔
か
ら
、
医
学

の
発
達
し
て
い
な
い
時
代
に
、

病
気
や
飢
饉
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
女
性
た
ち
の
団
結
や
、

信
仰
心
の
強
か
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
他
、薬
師
堂
に
は
庚
申

塚
や
、
馬
頭
観
音
な
ど
の
石

碑
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多

く
は
江
戸
時
代
に
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
大
変
味

わ
い
の
あ
る
面
立
ち
の
石
仏

も
多
数
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
石
仏
の
ほ
と
ん
ど

が
土
に
埋
も
れ
、
石
塔
も
地

震
な
ど
で
崩
れ
か
け
て
い
る

の
は
残
念
で
す
。
薬
師
堂
の

周
り
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

植
え
ら
れ
て
お
り
、
春
に
な

る
と
、
南
面
の
小
道
か
ら
は
、

満
開
の
桜
の
花
に
包
ま
れ
た

薬
師
堂
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 
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月
の
主
な
行
事
予
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月
６
日(
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（
芳
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月

日(
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世
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ラ
ウ
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ド
ゴ
ル
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大
会
（
芳
賀
公
園
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月

日(

日)

芳
賀
体
協
軟
式
野
球
大
会
（
芳
賀
公
園
） 

位置図 

薬師堂と石塔群 


